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⑴ 原発事故の報道の歪み 

①スポンサーの問題 

➁国からの圧力    ⇒自主規制 

➂記者の知識が乏しい 



⑴ー①スポンサーの問題 

日本では電力会社はメディアに対してコントロールする力を持っている。 

 

おしどりの具体例 

 

・電事連による圧力（電気事業連合会） 

・広告会社による圧力（電通、博報堂…） 

・各地の電力会社による圧力 
 



⑴ー➁ 国からの圧力 http://www.env.go.jp/chemi/rhm/hodo_1403-1.html 



⑴ー➁ 国からの圧力 



２０１３年７月１８日北茨城市役所 



⑴ー➁ 国からの圧力 

特定秘密保護法 



⑴ー➂ 記者の知識が乏しい ２０１１年９月１０日東京電力本店 



２０１１年９月１０日東京電力本店 



⑴ー➂ 記者の知識が乏しい 

•ぶら下がり写真 

２０１４年４月１４日東京電力本店 



２０１４年１１月１７日東京電力本店 
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⑵ 発信される一次情報の歪み 

①会見で発表される情報は事実と異な

る、又は事実が隠されている。 

➁情報の自主規制。 

➂意図がある情報を拡散。 
 



⑵ー① 会見で発表される情報の歪み  



⑵ー① 会見で発表される情報の歪み  



⑵ー① 会見で発表される情報の歪み  

東京電力会見発表 

•作業と病気は関係なし 

•福島第一原発の作業は６か月のみ 

 

取材した事実 

• ２０１１年、２０１２年も福島第一原発で作業 

• その他も除染作業に従事。 

• ８０ｍSVの被ばく線量 

•大動脈瘤 

 



⑵ー➁ 情報の自主規制 

•被災地で実施される… •被災地で実施される… 



被災地で実施される調査・研究について 

•２０１１年５月１６日 

「被災地における被災者を対象とした健康調査・研究

を実施する場合には、」 

「重複を避け、必要以上に詳細な調査・研究が行われ

ることのないように配慮すること。」 



⑵ー➁ 情報の自主規制 



食品小売業関係団体の代表者宛て 

 

「消費者が科学的・客観的な根拠に基づいて適

切に対処して頂けるよう、野菜等の販売時にお

ける産地名の掲示等についてご配慮をお願いい

たします。」 



グリーンピースの食品測定データ（２０１１年４月） 

http://www.greenpeace.org/japan/Global/japan/pdf/Food_sampling_results.pdf 



⑵ー➂ 意図がある情報を拡散 
OECD Nuclear Energy Agency 
２０１２年１１月６－８日 東京大学（本郷キャンパス）  



OECD／NEA 

福島の住民 

「故郷を愛する価値観」 

⇒自分たちの手で除染して住み続けたい 

 



OECD／NEA 

世界に原発を推進するために、 

どうやって住民にリスクを説明していくか。 

 

福島の原発事故のリスクを住民が受け入れ、 

「除染して住む」と発信することは重要。 
 



安東量子氏のスライド 
http://legacy.cepn.asso.fr/IMG/pdf/A1169.pdf 



様々な住民団体、意見 ２０１１年８月２６日「負げねど飯館記者会見」 



「学校給食における地産地消の取り組みを辞めることを求める要望書」提出後の会見  
２０１３年１１月２７日 



原発事故に関する様々な裁判の原告団、団体 



さて、 

この報道の歪み、 

情報の歪みは正せるのか？ 
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私たちは舐められている。 
 

そして実際にあまり賢くないかも！！ 



週刊文春 ２０１２年１月２６日号 



安倍総理の汚染水ブロック発言 



被ばく者は事実を知る権利がある。 


